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(57)【要約】
【課題】巡回場所に特別な識別情報を設置しておく必要
がなく、作業員の巡回漏れや不正巡回を確実に検出して
作業者に的確に指摘することで、正しい巡回業務が確実
に行われるようにすること。
【解決手段】データベース１ａは、高さ方向を含む三次
元方向で巡回予定場所および巡回予定経路の位置を示す
三次元マップ情報を記憶し、携帯端末３は、携帯端末３
の三次元位置情報を検知してサーバ装置１に対し送信し
、サーバ装置１は、携帯端末３の三次元位置情報とデー
タベース１ａで記憶されている三次元マップ情報とに基
づいて、作業員が巡回予定場所および巡回予定経路を巡
回したか否かを判定して、携帯端末３に対し判定結果情
報を送信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　巡回業務の作業員により携帯される携帯端末、前記携帯端末とネットワークを介して通
信するサーバ装置、および、前記サーバ装置と連携するデータベースを含む巡回業務管理
システムであって、
　前記データベースは、高さ方向を含む三次元方向で巡回予定場所および巡回予定経路の
位置を示す三次元マップ情報を記憶し、
　前記携帯端末は、
　高さ方向を含む三次元方向で前記携帯端末の位置を示す三次元位置情報を検知する三次
元位置情報検知手段と、
　前記サーバ装置に対し前記携帯端末の前記三次元位置情報を送信して、前記サーバ装置
から送信される情報を受信する通信手段と、
　前記通信手段で受信される情報を出力する情報出力手段と、
　を備え、
　前記サーバ装置は、
　前記携帯端末の前記三次元位置情報を受信する三次元位置情報受信手段と、
　前記三次元位置情報受信手段で受信した前記携帯端末の前記三次元位置情報と前記デー
タベースで記憶されている前記三次元マップ情報とに基づいて、前記作業員が前記巡回予
定場所および巡回予定経路を巡回したか否かを判定して判定結果情報を作成する判定手段
と、
　前記携帯端末に対し前記判定結果情報を送信することで、該判定結果情報を前記携帯端
末の前記情報出力手段に出力させる判定結果情報送信手段と、
　を備えたことを特徴とする巡回業務管理システム。
【請求項２】
　前記三次元マップ情報は、巡回対象施設内の複数のエリアの各々の位置を高さ方向を含
む三次元方向で示すエリア位置情報を含み、
　前記サーバ装置の前記判定手段は、少なくとも前記エリア位置情報と前記携帯端末から
送信された前記携帯端末の前記三次元位置情報とに基づいて、前記各エリアごとに前記携
帯端末の前記エリアに対する入出を示すエリア入出情報を検出することを特徴とする請求
項１に記載の巡回業務管理システム。
【請求項３】
　前記サーバ装置の前記判定手段は、前記携帯端末が前記エリア内から前記エリア外へ出
たと判定するごとに、前記作業員の巡回の正当性を判定して、その判定結果情報を前記判
定結果情報送信手段により前記携帯端末に対し送信することを特徴とする請求項２に記載
の巡回業務管理システム。
【請求項４】
　前記巡回対象施設は、複数のフロアからなり、
　前記サーバ装置の前記判定手段は、前記携帯端末の前記三次元位置情報と前記三次元マ
ップ情報とに基づいて、前記巡回対象施設内での前記携帯端末のフロア間移動情報を検出
し、前記フロア間移動情報および前記三次元マップ情報および前記携帯端末の前記三次元
位置情報に基づいて、前記携帯端末の前記エリア入出情報を検出することを特徴とする請
求項２または３に記載の巡回業務管理システム。
【請求項５】
　前記データベースは、前記作業員が前記エリア間を移動する目標時間を示す移動目標時
間情報を記憶し、
　前記サーバ装置の前記判定手段は、前記携帯端末が前記エリア間を移動した実績時間を
示す移動実績時間情報を算出し、算出した前記移動実績時間情報を前記データベースで記
憶されている前記移動目標時間情報と比較することで、前記作業員が前記エリア間を適切
な時間で移動したか否かを判定することを特徴とする請求項２ないし４のうちいずれか１
項に記載の巡回業務管理システム。
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【請求項６】
　前記データベースは、前記各エリアごとに、前記作業員が前記エリア内に入ってから前
記エリア外に出るまでの作業に要する目標時間を示す作業目標時間情報を記憶し、
　前記サーバ装置の前記判定手段は、前記各エリアごとに、前記携帯端末が前記エリア内
に入ってから前記エリア外に出るまでの実績時間情報を算出し、算出した前記実績時間情
報を前記データベースで記憶されている前記作業目標時間情報と比較することで、前記作
業員が前記各エリア内で適切な時間で作業をしたか否かを判定することを特徴とする請求
項２ないし５のうちいずれか１項に記載の巡回業務管理システム。
【請求項７】
　前記データベースは、複数の巡回時期にそれぞれ対応する複数の前記三次元マップ情報
を記憶し、
　前記サーバ装置の前記判定手段は、前記データベースに記憶されている前記複数の三次
元マップ情報のうちから現在の巡回時期に対応する三次元マップ情報を選択し、選択した
前記三次元マップに基づいて前記作業員の巡回の正当性を判定することを特徴とする請求
項１ないし６のうちいずれか１項に記載の巡回業務管理システム。
【請求項８】
　前記携帯端末の前記通信手段は、前記サーバ装置に対し前記携帯端末の三次元位置情報
を一定時間間隔で送信することを特徴とする請求項１ないし７のうちいずれか１項に記載
の巡回業務管理システム。
【請求項９】
　前記携帯端末は、前記携帯端末の前記三次元位置情報のログを記憶する記憶手段と、巡
回終了指示の入力操作を受け付ける操作手段と、を備え、
　前記携帯端末の前記通信手段は、巡回終了指示が入力されたとき前記ログを前記サーバ
装置に対し送信することを特徴とする請求項１ないし７のうちいずれか１項に記載の巡回
業務管理システム。
【請求項１０】
　巡回業務を行う作業員により携帯される携帯端末、前記携帯端末とネットワークを介し
て通信するサーバ装置、および、前記サーバ装置と連携するデータベースを用いる巡回業
務管理方法であって、
　前記データベースに、高さ方向を含む三次元方向で巡回予定場所および巡回予定経路の
位置を示す三次元マップ情報を予め記憶させる工程と、
　前記携帯端末により、高さ方向を含む三次元方向で前記携帯端末の位置を示す三次元位
置情報を検知する工程と、
　前記携帯端末から前記サーバ装置に対し前記携帯端末の前記三次元位置情報を送信する
工程と、
　前記サーバ装置により、受信した前記携帯端末の前記三次元位置情報と前記データベー
スで記憶されている前記三次元マップ情報とに基づいて、前記作業員が前記巡回予定場所
および巡回予定経路を巡回したか否かを判定して判定結果情報を作成する判定工程と、
　前記サーバ装置から前記携帯端末に対し前記判定結果情報を送信する工程と、
　前記携帯端末により、前記判定結果情報を出力する工程と、
　を備えたことを特徴とする巡回業務管理方法。
【請求項１１】
　前記三次元マップ情報は、巡回対象施設内の複数のエリアの各々の位置を高さ方向を含
む三次元方向で示すエリア位置情報を含み、
　前記判定工程にて、少なくとも前記エリア位置情報と前記携帯端末から送信された前記
携帯端末の前記三次元位置情報とに基づいて、前記各エリアごとに前記携帯端末の前記エ
リアに対する入出を示すエリア入出情報を検出することを特徴とする請求項１０に記載の
巡回業務管理方法。
【請求項１２】
　前記判定工程にて、前記携帯端末が前記エリア内から前記エリア外へ出たと判定するご
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とに、前記作業員の巡回の正当性を判定して、その判定結果情報を前記携帯端末に対し送
信することを特徴とする請求項１１に記載の巡回業務管理方法。
【請求項１３】
　前記巡回対象施設は、複数のフロアからなり、
　前記判定工程にて、前記携帯端末の前記三次元位置情報と前記三次元マップ情報とに基
づいて、前記巡回対象施設内での前記携帯端末のフロア間移動情報を検出し、前記フロア
間移動情報および前記三次元マップ情報および前記携帯端末の前記三次元位置情報に基づ
いて、前記携帯端末の前記エリア入出情報を検出することを特徴とする請求項１１または
１２に記載の巡回業務管理方法。
【請求項１４】
　前記データベースに、前記作業員が前記エリア間を移動する目標時間を示す移動目標時
間情報を予め記憶させ、
　前記判定工程にて、前記携帯端末が前記エリア間を移動した実績時間を示す移動実績時
間情報を算出し、算出した前記移動実績時間情報を前記データベースで記憶されている前
記移動目標時間情報と比較することで、前記作業員が前記エリア間を適切な時間で移動し
たか否かを判定することを特徴とする請求項１１ないし１３のうちいずれか１項に記載の
巡回業務管理方法。
【請求項１５】
　前記データベースに、前記各エリアごとに、前記作業員が前記エリア内に入ってから前
記エリア外に出るまでの作業に要する目標時間を示す作業目標時間を予め記憶させ、
　前記サーバ装置の前記判定手段は、前記各エリアごとに、前記携帯端末が前記エリア内
に入ってから前記エリア外に出るまでの実績時間情報を算出し、算出した前記実績時間情
報を前記データベースで記憶されている前記作業目標時間情報と比較することで、前記作
業員が前記各エリア内で適切な時間で作業をしたか否かを判定することを特徴とする請求
項１１ないし１４のうちいずれか１項に記載の巡回業務管理方法。
【請求項１６】
　前記データベースに、複数の巡回時期にそれぞれ対応する複数の前記三次元マップ情報
を予め記憶させ、
　前記判定工程にて、前記データベースに記憶されている前記複数の三次元マップ情報の
うちから現在の巡回時期に対応する三次元マップ情報を選択し、選択した前記三次元マッ
プに基づいて前記作業員の巡回の正当性を判定することを特徴とする請求項１０ないし１
５のうちいずれか１項に記載の巡回業務管理方法。
【請求項１７】
　前記携帯端末から前記サーバ装置に対し前記携帯端末の三次元位置情報を一定時間間隔
で送信することを特徴とする請求項１０ないし１６のうちいずれか１項に記載の巡回業務
管理方法。
【請求項１８】
　前記携帯端末にて前記携帯端末の前記三次元位置情報のログを記憶し、前記携帯端末に
巡回終了指示が入力されたとき前記ログを前記携帯端末から前記サーバ装置に対し送信す
ることを特徴とする請求項１０ないし１６のうちいずれか１項に記載の巡回業務管理方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、巡回業務を管理する巡回業務管理システムおよび巡回業務管理方法に関し、
特に、巡回場所に特別な識別情報を設置しておく必要がなく、作業員の巡回漏れや不正巡
回を確実に検出して作業者に的確に指摘することで、正しい巡回業務が確実に行われるよ
うにすることができる巡回業務管理システムおよび巡回業務管理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　検査、点検業務は検査箇所が増大すると検査漏れが発生しやすくなり、点検が終了して
オフィスに戻ってから初めて検査漏れに気づくと、別の日時を設定して再検査・再点検を
行う必要があるため、コストが増大してしまうという問題がある。また、警備業務のよう
に定期的に巡回しなければならない業務では、作業者が巡回自体をサボってしまったり、
施設内の回るべき箇所をスルーしてしまうという巡回不正が発生する事がある。
【０００３】
　このような問題に対応するために、携帯端末を作業者に持たせ、携帯端末とサーバ装置
との通信により検査、点検、警備等の巡回業務を支援・管理する技術が使われている。
【０００４】
　特許文献１には、バーコードを用いた巡回業務管理システムが開示されている。このシ
ステムでは、巡回場所を識別するためのバーコードを各巡回場所に配置し、作業員は巡回
の際に携帯端末のバーコードスキャナにバーコードを読み取らせる。携帯端末は、バーコ
ードに基づいて巡回場所を特定し、巡回場所特定情報をサーバ装置に対し送信することで
、作業員が巡回場所に到着した事をサーバ装置に知らせる。サーバ装置は、作業員が正し
い巡回場所に到着していることを確認して、巡回場所の点検項目を携帯端末に送信し、点
検が終了したら次の巡回すべき巡回場所を案内する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１１７０３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１に記載の従来技術では、巡回場所を識別するためのバーコード等の
識別情報を各巡回場所ごとに配置しておく必要があるとともに、作業員に識別情報の読取
操作を行わせる必要がある。また、複数の巡回場所を巡回する順路を作業員に強制してい
るため、巡回現場のその時の状況に対応できない。また、巡回対象がポイントではなくラ
イン状の経路を含む場合、作業員が正しく巡回したか否かを判定できないという問題もあ
る。
【０００７】
　また、携帯端末の高さ方向の位置情報を用いていないので、複数のフロア（階）からな
る施設を巡回する場合、複数のフロアのうちいずれのフロアを作業員が巡回したのかを正
確に認識することができない。例えば、作業員が２階の巡回先を巡回することなく、誤っ
て、あるいは、意図的に、１階の巡回先で２階の巡回先のバーコードを携帯端末に読み取
らせた場合、サーバ装置は作業員が２階の巡回先を正しく巡回したと誤判定することにな
る。
【０００８】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、巡回場所に特別な識別情報を配置し
ておく必要がなく、作業員の巡回漏れや不正巡回を確実に検出して作業者に的確に指摘す
ることで、正しい巡回業務が確実に行われるようにすることができる巡回業務管理システ
ムおよび巡回業務管理方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記目的を達成するために、本発明は、巡回業務の作業員により携帯される携帯端末、
前記携帯端末とネットワークを介して通信するサーバ装置、および、前記サーバ装置と連
携するデータベースを含む巡回業務管理システムであって、前記データベースは、高さ方
向を含む三次元方向で巡回予定場所および巡回予定経路の位置を示す三次元マップ情報を
記憶し、前記携帯端末は、高さ方向を含む三次元方向で前記携帯端末の位置を示す三次元
位置情報を検知する三次元位置情報検知手段と、前記サーバ装置に対し前記携帯端末の前
記三次元位置情報を送信して、前記サーバ装置から送信される情報を受信する通信手段と
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、前記通信手段で受信される情報を出力する情報出力手段と、を備え、前記サーバ装置は
、前記携帯端末の前記三次元位置情報を受信する三次元位置情報受信手段と、前記三次元
位置情報受信手段で受信した前記携帯端末の前記三次元位置情報と前記データベースで記
憶されている前記三次元マップ情報とに基づいて、前記作業員が前記巡回予定場所および
巡回予定経路を巡回したか否かを判定して判定結果情報を作成する判定手段と、前記携帯
端末に対し前記判定結果情報を送信することで、該判定結果情報を前記携帯端末の前記情
報出力手段に出力させる判定結果情報送信手段と、を備えたことを特徴とする巡回業務管
理システムを提供する。
【００１０】
　即ち、携帯端末で検知された三次元位置情報と、データベースに記憶されている巡回予
定場所および巡回予定経路の位置を示す三次元マップ情報とに基づいて、作業員が巡回予
定場所および巡回予定経路を巡回したか否かが判定され、その判定結果情報が携帯端末で
出力されるので、特別な識別情報を巡回場所ごとに設置しておく必要も、作業員に特別な
識別情報読取操作を行わせる必要もなく、且つ、作業員の巡回漏れや不正巡回を確実に検
出して作業者に的確に指摘することで、正しい巡回業務が確実に行われるようにすること
ができる。作業員に巡回順序を強制しなくてもよい。また、ライン状の経路についても、
作業員が正しく巡回したか否かを判定できる。
【００１１】
　本発明の一実施形態では、前記三次元マップ情報は、巡回対象施設内の複数のエリアの
各々の位置を高さ方向を含む三次元方向で示すエリア位置情報を含み、前記サーバ装置の
前記判定手段は、少なくとも前記エリア位置情報と携帯端末から送信された前記携帯端末
の前記三次元位置情報とに基づいて、前記各エリアごとに前記携帯端末の前記エリアに対
する入出を示すエリア入出情報を検出することを特徴とする。即ち、データベースで記憶
されているエリア位置情報と携帯端末で検知された三次元位置情報とを用いて、エリアご
との入出が検出されるので、作業員がエリアを巡回したか否かを確実に判定することが可
能になる。
【００１２】
　本発明の一実施形態では、前記サーバ装置の前記判定手段は、前記携帯端末が前記エリ
ア内から前記エリア外へ出たと判定するごとに、前記作業員の巡回の正当性を判定して、
その判定結果情報を前記判定結果情報送信手段により前記携帯端末に対し送信することを
特徴とする。即ち、巡回業務の全てが終了したときに巡回の正当性を判定する場合と比較
して、再巡回の時間的および経済的なコストが削減されることになる。
【００１３】
　本発明の一実施形態では、前記巡回対象施設は、複数のフロアからなり、前記サーバ装
置の前記判定手段は、前記携帯端末の前記三次元位置情報と前記三次元マップ情報とに基
づいて、前記巡回対象施設内での前記携帯端末のフロア間移動情報を検出し、前記フロア
間移動情報および前記三次元マップ情報および前記携帯端末の前記三次元位置情報に基づ
いて、前記携帯端末の前記エリア入出情報を検出することを特徴とする。即ち、フロア間
移動情報が検出され、そのフロア間移動情報を用いてエリア入出情報が検出されるので、
フロア間を移動した場合でも、作業員のエリア巡回の正当性を正確に判定できる。
【００１４】
　本発明の一実施形態では、前記データベースは、前記作業員が前記エリア間を移動する
目標時間を示す移動目標時間情報を記憶し、前記サーバ装置の前記判定手段は、前記携帯
端末が前記エリア間を移動した実績時間を示す移動実績時間情報を算出し、算出した前記
移動実績時間情報を前記データベースで記憶されている前記移動目標時間情報と比較する
ことで、前記作業員が前記エリア間を適切な時間で移動したか否かを判定することを特徴
とする。
【００１５】
　本発明の一実施形態では、前記データベースは、前記各エリアごとに、前記作業員が前
記エリア内に入ってから前記エリア外に出るまでの作業に要する目標時間を示す作業目標
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時間情報を記憶し、前記サーバ装置の前記判定手段は、前記各エリアごとに、前記携帯端
末が前記エリア内に入ってから前記エリア外に出るまでの実績時間情報を算出し、算出し
た前記実績時間情報を前記データベースで記憶されている前記作業目標時間情報と比較す
ることで、前記作業員が前記各エリア内で適切な時間で作業をしたか否かを判定すること
を特徴とする。
【００１６】
　本発明の一実施形態では、前記データベースは、複数の巡回時期にそれぞれ対応する複
数の前記三次元マップ情報を記憶し、前記サーバ装置の前記判定手段は、前記データベー
スに記憶されている前記複数の三次元マップ情報のうちから現在の巡回時期に対応する三
次元マップ情報を選択し、選択した前記三次元マップに基づいて前記作業員の巡回の正当
性を判定することを特徴とする。即ち、施設が建築中の場合でも、建築状況（例えば、１
階のみ建設終了、２階まで建設終了など）に応じて、適切な巡回業務が行われているか否
かを判定することが可能になる。
【００１７】
　本発明の一実施形態では、前記携帯端末の前記通信手段は、前記サーバ装置に対し前記
携帯端末の三次元位置情報を一定時間間隔で送信することを特徴とする。即ち、リアルタ
イムに巡回不正、巡回漏れを検出することが可能となり、再検査のコストを削減すること
ができる。
【００１８】
　本発明の一実施形態では、前記携帯端末は、前記携帯端末の前記三次元位置情報のログ
を記憶する記憶手段と、巡回終了指示の入力操作を受け付ける操作手段と、を備え、前記
携帯端末の前記通信手段は、巡回終了指示が入力されたとき前記ログを前記サーバ装置に
対し送信することを特徴とする。即ち、携帯端末からの送信回数を最低限に抑えることで
、携帯端末の省電力化を図ることができる。
【００１９】
　また、本発明は、巡回業務を行う作業員により携帯される携帯端末、前記携帯端末とネ
ットワークを介して通信するサーバ装置、および、前記サーバ装置と連携するデータベー
スを用いる巡回業務管理方法であって、前記データベースに、高さ方向を含む三次元方向
で巡回予定場所および巡回予定経路の位置を示す三次元マップ情報を予め記憶させる工程
と、前記携帯端末により、高さ方向を含む三次元方向で前記携帯端末の位置を示す三次元
位置情報を検知する工程と、前記携帯端末から前記サーバ装置に対し前記携帯端末の前記
三次元位置情報を送信する工程と、前記サーバ装置により、受信した前記携帯端末の前記
三次元位置情報と前記データベースで記憶されている前記三次元マップ情報とに基づいて
、前記作業員が前記巡回予定場所および巡回予定経路を巡回したか否かを判定して判定結
果情報を作成する判定工程と、前記サーバ装置から前記携帯端末に対し前記判定結果情報
を送信する工程と、前記携帯端末により、前記判定結果情報を出力する工程と、を備えた
ことを特徴とする巡回業務管理方法を提供する。
【００２０】
　本発明の一実施形態では、前記三次元マップ情報は、高さ方向を含む三次元方向で巡回
対象施設内の複数のエリアの各々の位置を示すエリア位置情報を含み、前記判定工程にて
、少なくとも前記エリア位置情報と前記携帯端末から送信された前記携帯端末の前記三次
元位置情報とに基づいて、前記各エリアごとに前記携帯端末の前記エリアに対する入出を
示すエリア入出情報を検出することを特徴とする。
【００２１】
　本発明の一実施形態では、前記判定工程にて、前記携帯端末が前記エリア内から前記エ
リア外へ出たと判定するごとに、前記作業員の巡回の正当性を判定して、その判定結果情
報を前記携帯端末に対し送信することを特徴とする。
【００２２】
　本発明の一実施形態では、前記巡回対象施設は、複数のフロアからなり、前記判定工程
にて、前記携帯端末の前記三次元位置情報と前記三次元マップ情報とに基づいて、前記巡
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回対象施設内での前記携帯端末のフロア間移動情報を検出し、前記フロア間移動情報およ
び前記三次元マップ情報および前記携帯端末の前記三次元位置情報に基づいて、前記携帯
端末の前記エリア入出情報を検出することを特徴とする。
【００２３】
　本発明の一実施形態では、前記データベースに、前記作業員が前記エリア間を移動する
目標時間を示す移動目標時間情報を予め記憶させ、前記判定工程にて、前記携帯端末が前
記エリア間を移動した実績時間を示す移動実績時間情報を算出し、算出した前記移動実績
時間情報を前記データベースで記憶されている前記移動目標時間情報と比較することで、
前記作業員が前記エリア間を適切な時間で移動したか否かを判定することを特徴とする。
【００２４】
　本発明の一実施形態では、前記データベースに、前記各エリアごとに、前記作業員が前
記エリア内に入ってから前記エリア外に出るまでの作業に要する目標時間を示す作業目標
時間を予め記憶させ、前記サーバ装置の前記判定手段は、前記各エリアごとに、前記携帯
端末が前記エリア内に入ってから前記エリア外に出るまでの実績時間情報を算出し、算出
した前記実績時間情報を前記データベースで記憶されている前記作業目標時間情報と比較
することで、前記作業員が前記各エリア内で適切な時間で作業をしたか否かを判定するこ
とを特徴とする。
【００２５】
　本発明の一実施形態では、前記データベースに、複数の巡回時期にそれぞれ対応する複
数の前記三次元マップ情報を予め記憶させ、前記判定工程にて、前記データベースに記憶
されている前記複数の三次元マップ情報のうちから現在の巡回時期に対応する三次元マッ
プ情報を選択し、選択した前記三次元マップに基づいて前記作業員の巡回の正当性を判定
することを特徴とする。
【００２６】
　本発明の一実施形態では、前記携帯端末から前記サーバ装置に対し前記携帯端末の三次
元位置情報を一定時間間隔で送信することを特徴とする。
【００２７】
　本発明の一実施形態では、前記携帯端末にて前記携帯端末の前記三次元位置情報のログ
を記憶し、前記携帯端末に巡回終了指示が入力されたとき前記ログを前記携帯端末から前
記サーバ装置に対し送信することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、巡回場所に特別な識別情報を配置しておく必要がなく、作業員の巡回
漏れや不正巡回を確実に検出して作業者に的確に指摘することで、正しい巡回業務が確実
に行われるようにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の巡回業務管理システムを適用した検査システムの一例の全体構成図
【図２】サーバ装置の構成例を示すブロック図
【図３】携帯端末の構成例を示すブロック図
【図４】検査処理例の流れを示す第１実施例のフローチャート
【図５】（Ａ）および（Ｂ）は３Ｄ検査マップの一例の模式図
【図６】検査処理例の流れを示す第２実施例のフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下、添付図面に従って、本発明の実施形態について、詳細に説明する。
【００３１】
　図１は、本発明に係る巡回業務管理システムを適用した検査システムの全体構成を示す
。この検査システムは、サーバ装置１、パーソナルコンピュータ２（以下「ＰＣ」という
）、カメラ付き携帯端末３（以下単に「携帯端末」という）、および、プリンタ４を含む
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。サーバ装置１、ＰＣ２、携帯端末３およびプリンタ４は、移動体通信網、インターネッ
トおよびＬＡＮ（Local Area Network）などで構築されたネットワーク５を介して、相互
に通信可能である。
【００３２】
　サーバ装置１は、図２のブロック図に示すように、ＣＰＵ(Central Processing Unit)
１１と、メモリ等からなる内部記憶デバイス１２と、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）
などの表示部１３と、キーボード、マウスなどの操作部１４と、ネットワーク５を介して
外部の装置との間で通信を行う通信部１５と、ネットワーク５を介さないで外部の装置と
の間でデータの入出力を行うデータ入出力部１６を備えた、コンピュータ装置によって、
構成されている。
【００３３】
　データベース１ａは、例えばハードディスクのような、大容量の外部記憶デバイスで構
成することができる。データベース１ａは、検査業務（巡回業務）に関する情報を一元的
に管理する。ネットワーク５に接続されていてもよい。
【００３４】
　ＰＣ２は、サーバ装置１と同様、コンピュータ装置によって、構成されている。このＰ
Ｃ２は、３Ｄ検査マップ（「三次元マップ情報」ともいう）を作成する３Ｄ検査マップ作
成機能を有する。サーバ装置１により３Ｄ検査マップを作成するようにしてもよい。
【００３５】
　３Ｄ検査マップは、検査対象施設（巡回対象施設）全体を示す３Ｄ図面に対し、検査予
定場所（巡回予定場所）の三次元位置情報、巡回予定経路の三次元位置情報、検査対象施
設（巡回対象施設）のフロア構成情報、検査対象物（撮影対象物）を示す情報、検査内容
（または検査項目）、および、目標時間情報等、検査業務（巡回業務）に関する情報を紐
付け（リンク）したデータである。
【００３６】
　検査予定場所（巡回予定場所）には、検査対象施設内の複数の小エリア（例えば、フロ
ア、部屋等）が含まれる。以下では、建築が完了した検査対象施設内の小エリアを例に説
明するが、検査対象施設が建築中の場合、壁部材によりクローズしていないオープン状態
の小エリアであってもよい。本例の３Ｄ検査マップは、検査対象施設内の複数の小エリア
の各々の位置を三次元方向で示す三次元位置情報（以下「小エリア位置情報」という）を
含む。
【００３７】
　巡回予定経路には、検査対象施設内のフロア間の高さ方向の通路（例えば、階段、エレ
ベータ通路、エスカレータ等）およびフロア内の水平通路（例えば部屋間の通路）が含ま
れる。本例の３Ｄ検査マップは、検査対象施設内の複数の通路の各々の位置を三次元方向
で示す三次元位置情報（以下「通路位置情報」という）を含む。
【００３８】
　フロア構成情報は、検査対象施設内の複数のフロア（階）の各々に、複数の小エリアの
いずれが配置されているかを示す。例えば、１階に１０１号室、１０２号室・・・が存在
し、２階に２０１号室、２０２号室・・・が存在するといった情報である。３Ｄ検査マッ
プにて、フロア構成情報と小エリア位置情報と通路位置情報とが関連付けられている。フ
ロア構成情報および小エリア位置情報のうちいずれかに、各フロアの高さ情報が含まれて
いる。
【００３９】
　三次元位置情報は、三次元方向（Ｘ方向，Ｙ方向，Ｚ方向）で示された位置情報である
。Ｘ方向およびＹ方向は水平面内の互いに直交する二方向（例えば東西方向と南北方向）
であり、Ｚ方向は高さ方向である。
【００４０】
　携帯端末３は、図３のブロック図に示すように、携帯端末３の各部を制御するＣＰＵ３
１と、写真の撮影を行うカメラ３２と、各種表示を行う表示部３３と、各種指示入力を受
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け付ける操作部３４と、携帯端末３の三次元位置情報（３Ｄ位置情報）を検知する３Ｄ位
置情報検知部３５と、ネットワーク５を介してサーバ装置１などの外部装置と通信を行う
通信部３６と、各種情報を記憶するメモリ３７と、カメラ３２により撮影された写真など
を保存するリムーバブルな外部記憶媒体３８を含んで構成されている。
【００４１】
　図１のプリンタ４としては、各種の印刷デバイスを用いることができる。ネットワーク
５に接続されていてもよい。
【００４２】
　次に、図３の携帯端末３の構成要素について具体的に説明する。
【００４３】
　カメラ３２は、撮影レンズおよび撮像デバイス（例えばＣＣＤ撮像デバイスやＣＭＯＳ
撮像デバイス）を有するデジタルカメラによって構成されており、ＣＰＵ３１の制御によ
り、検査予定場所で検査対象物の撮影を行って、検査写真を生成する。
【００４４】
　表示部３３は、ＬＣＤ等の表示デバイスによって構成されており、ＣＰＵ３１の制御に
より、３Ｄ検査マップの表示、検査結果入力画面の表示、カメラ３２から検査写真の撮影
前に出力されるライブ画像の表示、撮影された検査写真の表示、サーバ装置１の判定結果
情報の表示（出力）等、各種表示を行う。
【００４５】
　操作部３４は、例えばキーやタッチセンサ等の操作入力デバイスにより構成されており
、モード設定操作、検査ポイント（撮影ポイント）の指定操作、検査対象物（撮影対象物
）の指定操作、検査ポイントでの検査結果入力操作、撮影実行指示の入力操作等、各種操
作に用いられる。
【００４６】
　３Ｄ位置情報検知部３５は、携帯端末３の現在位置を三次元方向（Ｘ方向，Ｙ方向，Ｚ
方向）で検知して３Ｄ位置情報として出力する。例えば、周知のＧＰＳ（Global Positio
ning System）を用いて、水平面内で互いに直交するＸ方向およびＹ方向（例えば東西方
向および南北方向）の位置、および、Ｚ方向（高さ方向）の位置を検知する。
【００４７】
　屋内でＧＰＳにより位置情報を検知する方法としては、各種の周知技術を利用すること
ができる。ここでは、簡単に、周知の測位技術例を挙げておく。第１に、携帯端末３での
受信感度を高くする方法がある。第２に、ＧＰＳと加速度センサとを併用し、ＧＰＳ信号
を受信したときにはＧＰＳを用いて絶対位置を検出して、ＧＰＳ信号を受信できないとき
には加速度センサを用いて相対位置を検出する方法がある。例えば、ＧＰＳ信号の受信感
度が高い窓付近ではＧＰＳを用いた測位が行われ、窓から離れたＧＰＳ信号の受信感度が
低い位置では加速度センサを用いた測位が行われる。第３に、ＧＰＳ信号を中継または発
信する送信モジュールを屋内に設置する方法がある。もちろん、他の測位技術を用いて屋
内での測位精度を高めてもよいことは、言うまでもない。また、高さ情報を周知の高度検
知センサにより検知してもよい。
【００４８】
　通信部３６は、ＣＰＵ３１の制御により、ネットワーク５を介してサーバ装置１などの
外部装置と通信を行う。サーバ装置１との通信としては、サーバ装置１からの３Ｄ検査マ
ップの受信、サーバ装置１に対する携帯端末３の３Ｄ位置情報の送信、サーバ装置１から
の判定結果情報の受信などが挙げられる。
【００４９】
　３Ｄ位置情報送信には二態様ある。第１に、一定時間間隔（例えば２秒間隔）で、３Ｄ
位置情報を検知して、その３Ｄ位置情報をサーバ装置１に対し一定間隔で送信する送信態
様がある。ここで、「一定時間間隔」とは、最大時間間隔が決まっており、その最大時間
間隔内（例えば１０秒以内）で随時送信する場合を含む。第２に、一定時間間隔で３Ｄ位
置情報を検知し、３Ｄ位置情報を携帯端末３のメモリ３７に蓄積してログを作成し、携帯
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端末３の操作部３４に検査終了指示（巡回終了指示）が入力されたとき、３Ｄ位置情報の
ログをサーバ装置１に対し送信する送信態様がある。以下では、第１の送信態様を用いる
場合を例に説明するが、第２の送信態様を用いてもよい。
【００５０】
　メモリ３７は、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）および
ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable and Programmable Read Only Memory）を含む。
本例のメモリ３７は、通信部３６によりサーバ装置１から取得された、３Ｄ検査マップを
記憶する。
【００５１】
　外部記憶媒体３８は、リムーバブルな記憶媒体であり、例えばメモリカードを用いる。
外部記憶媒体３８は、ＣＰＵ３１の制御により、操作部３４により入力された検査結果、
および、カメラ３２により撮影された検査写真を、通信部３６により取得された３Ｄ検査
マップに関連付けて、保存する。例えば、検査結果および検査写真を、３Ｄ検査マップ上
の検査ポイントに対応する座標位置に紐付け（リンク）し、保存する。携帯端末３からサ
ーバ装置１に検査結果および検査写真および３Ｄ検査マップをアップロードして、データ
ベース１ａで保存してもよい。
【００５２】
　次に、本例のサーバ装置１のＣＰＵ１１が有する巡回判定機能について説明する。サー
バ装置１のＣＰＵ１１は、サーバ装置１の通信部１５により受信した携帯端末３の３Ｄ位
置情報と、データベース１ａで記憶されている３Ｄ検査マップとに基づいて、検査予定場
所（巡回予定場所）および巡回予定経路を検査作業員が正しく巡回したか否かを判定する
巡回判定機能を有する。例えば、検査作業員とともに携帯端末３が検査予定場所としての
各小エリア内に入ったことおよび各小エリア外に出たことを、小エリア入出情報として検
出し、巡回することが必要な小エリアの全てを巡回したか否かの判定を行う。また、例え
ば、検査作業員とともに携帯端末３が巡回予定経路としてのフロア間の通路およびフロア
内の通路の全てを巡回したか否かの判定を行う。
【００５３】
　サーバ装置１のＣＰＵ１１は、携帯端末３が小エリア内から小エリア外に出たと判定す
るごとに、検査作業員の巡回の正当性を判定し、判定結果情報を通信部１５により携帯端
末３に対し送信する。これにより、巡回業務の全てが終了したときに巡回の正当性を判定
する場合と比較して、再巡回の時間的および経済的なコストが削減される。
【００５４】
　また、サーバ装置１のＣＰＵ１１は、検査終了時にレポートを作成する機能を有する。
【００５５】
　次に、第１実施例の巡回業務管理処理について、図４のフローチャートを用いて説明す
る。
【００５６】
　ステップＳ１０２にて、ＰＣ２により、３Ｄ図面および検査情報が入力される。入力方
式は任意であり、例えば、メモリカードや光ディスクなどの外部記憶デバイスから読み出
してもよいし、ＰＣ２内の内部記憶デバイスから読み出してもよいし、ネットワーク５経
由で取得してもよい。入力された３Ｄ図面および検査情報は、ＰＣ２の内部記憶デバイス
に一時的に記憶される。
【００５７】
　３Ｄ図面には、検査対象施設（巡回対象施設）の全体を示す３Ｄ図面、検査対象施設内
の検査対象部材（撮影対象部材）を示す３Ｄ図面など、三次元方向で示された各種の図面
が含まれる。検査対象施設は、例えば、複数のフロア（階）からなる建築物である。検査
情報には、検査予定場所（巡回予定場所）、検査対象物（撮影対象物）を示す情報、検査
内容（または検査項目）等の検査に関する情報が含まれる。検査情報のうち一部を後に携
帯端末３で入力してもよい。
【００５８】
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　ステップＳ１０４にて、ＰＣ２により、３Ｄルート情報が入力される。３Ｄルート情報
は、検査作業員が検査予定場所を巡回するために通る経路（巡回予定経路）を三次元方向
（Ｘ方向、Ｙ方向、Ｚ方向）で示す。具体的には、例えば、フロア間の高さ方向の通路、
および、フロア内の水平通路を示す。通路自体が検査対象であってもよい。入力方式は任
意であり、例えば、建築物の３Ｄ図面をＰＣ２のＬＣＤ（表示部）に表示するとともに、
その３Ｄ図面上に建築物内の検査予定場所および検査対象物（例えば柱）を表示して、マ
ウス等のポインティングデバイス等（操作部）により線状の巡回予定経路を入力させる。
通路は一般に線状なので、始点と終点とを指示入力させればよい。
【００５９】
　ステップＳ１０６にて、ＰＣ２により、携帯端末３により使用される３Ｄ検査マップ（
三次元マップ情報）が作成される。本例の３Ｄ検査マップは、検査対象施設全体の３Ｄ図
面に対し、検査予定場所（巡回予定場所）である小エリア（フロア、部屋等）の三次元位
置情報（小エリア位置情報）、巡回予定経路である通路（階段等のフロア間通路、および
、部屋間等のフロア内通路）の三次元位置情報（通路位置情報）、検査対象施設のフロア
構成情報、検査対象物（柱等）を示す情報、および、検査内容（または検査項目）を関連
付けたデータである。例えば、検査対象施設全体を示す３Ｄ図面内の小エリアの位置に小
エリア位置情報を紐付け（リンク）し、通路の位置に通路位置情報を紐付けし、小エリア
内の検査対象物（例えば柱）の位置に検査内容を紐付けし、３Ｄ図面全体に対しフロア構
成情報を紐付けする。さらに、巡回順番を示す識別番号を小エリアおよび通路の位置に紐
付けしてもよい。
【００６０】
　図５（Ａ）は、１階（１Ｆ）のみ建設された建築物の３Ｄ検査マップであり、１Ｆのう
ち南側半数の部屋Ｒ１０１、Ｒ１０２を巡回して検査した後、１Ｆのうち残りの北側半数
の部屋Ｒ１０３、Ｒ１０４を巡回して検査することを示す。検査作業員は、１Ｆの部屋間
を移動する際に水平通路Ｐ１を通る。尚、丸印の中の数字は、巡回順序を示す。
【００６１】
　図５（Ｂ）は、２階（２Ｆ）まで建設された建築物の３Ｄ検査マップであり、１Ｆのう
ち南側半数の部屋Ｒ１０１、Ｒ１０２を巡回して検査し、１Ｆから２Ｆに上がり、２Ｆの
全部屋Ｒ２０１～Ｒ２０４を巡回して検査し、２Ｆから１Ｆに下がり、１Ｆの残りの北側
半数の部屋Ｒ１０３、Ｒ１０４を巡回して検査することを示す。検査作業員は、１Ｆと２
Ｆとの間を移動する際にフロア間通路Ｐ１２（階段、エレベータ通路等）を通り、２Ｆの
部屋間を移動する際に水平通路Ｐ２を通る。
【００６２】
　ステップＳ１０８にて、３Ｄ検査マップがＰＣ２からサーバ装置１に対し送信され、デ
ータベース１ａに記憶される。
【００６３】
　以上のステップＳ１０２～Ｓ１０８が検査開始前にＰＣ２およびサーバ装置１で行われ
る準備処理である。
【００６４】
　ステップＳ１１２にて、携帯端末３の通信部３６により、サーバ装置１を介してデータ
ベース１ａから３Ｄ検査マップを取得する。取得された３Ｄ検査マップは携帯端末３のメ
モリ３７に記憶される。
【００６５】
　ステップＳ１１４にて、携帯端末３の表示部３３により、３Ｄ検査マップが表示される
。
【００６６】
　ステップＳ１１６にて、携帯端末３の操作部３４により、検査開始指示が入力される。
【００６７】
　ステップＳ１１８にて、携帯端末３の通信部３６により、サーバ装置１に対して検査開
始通知が送信される。
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【００６８】
　ステップＳ１２０にて、サーバ装置１の通信部１５は、検査開始通知を受信し、サーバ
装置１のＣＰＵ１１は、携帯端末３に対応する３Ｄ検査マップをデータベース１ａ内で検
索する。
【００６９】
　ステップＳ１２２にて、携帯端末３の３Ｄ位置情報検知部３５により、携帯端末３の３
Ｄ位置情報（三次元位置情報）が検知される。本例では、Ｘ方向（東西方向）の座標値、
Ｙ方向（南北方向）の座標値、および、Ｚ方向（高さ方向）の座標値からなる３Ｄ位置情
報を検知する。
【００７０】
　ステップＳ１２４にて、携帯端末３の通信部３６により、検知された３Ｄ位置情報がサ
ーバ装置１に対し送信される。
【００７１】
　ステップＳ１３２にて、サーバ装置１の通信部１５は、３Ｄ位置情報を受信する。
【００７２】
　ステップＳ１３４にて、サーバ装置１のＣＰＵ１１は、受信した３Ｄ位置情報を逐次に
記録（ログ）することで、携帯端末３の三次元方向での移動軌跡を示す３Ｄ移動軌跡情報
を作成する。
【００７３】
　ステップＳ１３６にて、サーバ装置１のＣＰＵ１１は、３Ｄ移動軌跡情報（携帯端末３
の３Ｄ位置情報のログ）と、３Ｄ検査マップとに基づいて、検査作業員が必要な検査予定
場所（例えば各フロアの各部屋）および必要な巡回予定経路（例えばフロア間通路および
フロア内通路）の全てを巡回したか否かを判定する。
【００７４】
　第１に、サーバ装置１のＣＰＵ１１は、携帯端末３から受信した携帯端末３の３Ｄ位置
情報と、サーバ装置１から受信した３Ｄ検査マップとに基づいて、検査対象施設（巡回対
象施設）内での携帯端末３のフロア間移動情報を検出する。例えば、２階まで建設された
建築物の場合、１階から２階に移動したこと、および、２階から１階に移動したことを、
フロア間移動情報として検出する。
【００７５】
　なお、窓が無い階段または密室のエレベータでフロア間を移動する場合、携帯端末３で
の３Ｄ位置情報の検知または送信が途切れる可能性があるので、単純に携帯端末３の３Ｄ
位置情報をフロア間の通路位置情報と比較するだけでは、携帯端末３での３Ｄ位置情報の
検知方式や現場の状況によりフロア間移動情報を正確に検出することが困難な場合もある
。そこで、例えば、フロア構成情報およびフロア内の通路位置情報を用い、１階の水平通
路をフロア間通路に近づく方向で水平移動したこと（フロア間移動前の水平移動軌跡）、
および、２階の水平通路をフロア間通路から離れる方向で水平移動したこと（フロア間移
動後の水平移動軌跡）の両方を確認したことをもって、１階から２階へフロア間移動した
と判定してもよい。さらに小エリア位置情報を併用することで、検出精度をより向上させ
ることも可能である。即ち、携帯端末３から受信した瞬時（受信１回のみ）の３Ｄ位置情
報を用いるのではなく、一定時間以上の３Ｄ位置情報のログからなる３Ｄ移動軌跡情報を
用いるとともに、高さ方向の位置情報のみを用いるのではなく、水平面内の位置情報も併
用することが、好ましい。また、フロア内通路の移動情報も併せて検出する。
【００７６】
　第２に、サーバ装置１のＣＰＵ１１は、フロア間移動情報と３Ｄ検査マップと携帯端末
３から送信された携帯端末３の３Ｄ位置情報とに基づいて、検査対象施設（巡回対象施設
）内での小エリア入出情報を検出する。例えば、建築物の各フロアに複数の部屋が配設さ
れている場合、各部屋ごとに、検査作業者に携帯された携帯端末３が部屋に入ったこと、
および、携帯端末３が部屋から出たことを、小エリア入出情報として検出する。
【００７７】
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　なお、携帯端末３での３Ｄ位置情報の検出精度が良好な場合には、フロア間移動検出を
行わないで、単純に携帯端末３の３Ｄ位置情報を小エリア位置情報と比較するだけで小エ
リア入出情報を検出してもよい。その一方で、３Ｄ位置情報の検知方式や現場の状況によ
り、部屋内で携帯端末３の位置情報の検知および送信が一時的に途切れる可能性がある場
合には、フロア間移動情報および小エリア位置情報の両方を用いて、小エリア入出情報を
検出することが、好ましい。
【００７８】
　携帯端末３から受信した瞬時の３Ｄ位置情報（受信１回のみの３Ｄ位置情報）を用いる
のではなく、一定時間以上の３Ｄ位置情報のログからなる３Ｄ移動軌跡情報を用いること
が、好ましい。さらに、フロア内の通路位置情報を用いてもよい。例えば、携帯端末３の
３Ｄ位置情報およびフロア内の通路位置情報に基づいて、特定フロアの水平通路を小エリ
アに近づく方向で水平移動したこと（小エリア進入前の水平移動軌跡）、および、特定フ
ロアの水平通路を小エリアから離れる方向で水平移動したこと（小エリア退出後の水平移
動軌跡）を併せて確認してもよい。
【００７９】
　第３に、サーバ装置１のＣＰＵ１１は、検出した小エリア入出情報に基づいて、検査対
象施設内の複数の小エリアのうち巡回が必要な小エリアを作業員が巡回したか否かを判定
する。併せて、サーバ装置１のＣＰＵ１１は、フロア間移動情報およびフロア内通路の移
動情報に基づいて、巡回が必要な巡回予定経路を作業員が巡回したか否かを判定する。
【００８０】
　ステップＳ１３８にて、サーバ装置１のＣＰＵ１１は、ステップＳ１３６での判定結果
を示す判定結果情報を、サーバ装置１の通信部１５により携帯端末３に対し送信する。
【００８１】
　ステップＳ１４２にて、携帯端末３のＣＰＵ３１は、判定結果情報を受信したか否かを
判定し、受信した場合にはステップＳ１４４に進み、受信しなかった場合にはステップＳ
１２０に戻る。
【００８２】
　ステップＳ１４４にて、携帯端末３のＣＰＵ３１は、携帯端末３の表示部３３により、
判定結果情報を表示出力する。
【００８３】
　ステップＳ１４６にて、携帯端末３のＣＰＵ３１は、携帯端末３の操作部３４により検
査終了指示が入力されたか否かを判定し、検査終了指示が入力された場合にはステップＳ
１４８に進み、入力されなかった場合にはステップＳ１２０に戻る。
【００８４】
　ステップＳ１４８にて、携帯端末３のＣＰＵ３１は、携帯端末３の通信部３６により、
検査終了通知をサーバ装置１に対し送信する。
【００８５】
　ステップＳ１５２にて、サーバ装置１の通信部１５は検査終了通知を受信する。
【００８６】
　ステップＳ１５４にて、サーバ装置１のＣＰＵ１１は判定結果情報に基づいて、レポー
トを作成する。
【００８７】
　ステップＳ１５６にて、サーバ装置１のＣＰＵ１１は、プリンタ４によりレポートを出
力する。
【００８８】
　なお、本発明は、フロア間移動情報検出および小エリア入出情報検出の両方を省略する
場合を含む。例えば、作成された３Ｄ移動軌跡情報をデータベース１ａで管理されている
３Ｄルート情報と直接照合することで、作業員の巡回業務の正当性を判定してもよい。
【００８９】
　ステップＳ１３８にて、サーバ装置１の通信部１５は、巡回業務の正当性の判定結果（
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ステップＳ１３６の判定結果）を携帯端末３に対し送信する。
【００９０】
　ステップＳ１４２にて、携帯端末３のＣＰＵ３１は、サーバ装置１から判定結果を受信
したか否かを判定し、受信した場合にはステップＳ１４４に進み、受信しなかった場合に
はステップＳ１２０に戻る。
【００９１】
　ステップＳ１４４にて、携帯端末３のＣＰＵ３１は、携帯端末３の表示部３３に、サー
バ装置１から送信された判定結果を出力する。
【００９２】
　ステップＳ１４６にて、携帯端末３のＣＰＵ３１は、検査結果終了指示が携帯端末３の
操作部３４に入力されたか否かを判定し、検査結果終了指示が入力された場合にはステッ
プＳ１４８に進み、そうでない場合にはステップＳ１２０に戻る。
【００９３】
　ステップＳ１３８にて、携帯端末３のＣＰＵ３１は、携帯端末３の通信部３６により、
サーバ装置１に対し検査終了通知を送信する。
【００９４】
　ステップＳ１４０にて、サーバ装置１の通信部１５は、検査終了通知を受信する。
【００９５】
　ステップＳ１４２にて、サーバ装置１のＣＰＵ１１は、検査終了時確認処理を行って、
レポートを作成する。
【００９６】
　ステップＳ１４４にて、サーバ装置１のＣＰＵ１１は、プリンタ４により、レポートを
出力する。
【００９７】
　次に、第２実施例について、説明する。以下では、第１実施例で既に記載した内容につ
いての説明を省略する。
【００９８】
　本例のデータベース１ａは、複数の巡回時期にそれぞれ対応する複数の３Ｄ検査マップ
を記憶する。各３Ｄ検査マップは、各巡回時期での巡回予定場所および巡回予定経路を示
す。本例のサーバ装置１のＣＰＵ１１は、データベース１ａで記憶されている複数の３Ｄ
検査マップのうちから、現在の巡回時期（例えば現在年月日）に対応する３Ｄ検査マップ
を選択し、選択した３Ｄ検査マップで示される巡回予定場所および巡回予定経路の全てを
、検査作業員が巡回したか否かを判定する。
【００９９】
　また、本例のデータベース１ａは、施設内の要検査箇所の巡回および検査作業に要する
適切な時間のレンジ（目標時間情報）を記憶する。例えば、検査作業員が小エリア間を移
動する目標時間を示す情報（小エリア間移動目標時間情報）、および、各小エリアごとに
検査作業員が小エリア内に入ってから小エリア外に出るまでの検査作業に要する目標時間
を示す情報（小エリア内作業目標時間情報）を、データベース１ａで記憶する。本例のサ
ーバ装置１のＣＰＵ１１は、検査作業員が巡回および検査作業を適切な時間のレンジ（長
さ）で行ったか否かを判定する。
【０１００】
　図６は、本発明を適用した巡回業務管理処理の第２実施例の流れを示すフローチャート
である。
【０１０１】
　ステップＳ２０２およびＳ２０４は、図４に示した第１実施例のステップＳ１０２およ
びＳ１０４と同様である。ただし、本例のステップＳ２０４では、ＰＣ２により、複数の
巡回時期にそれぞれ対応する複数の３Ｄルート情報が入力される。
【０１０２】
　ステップＳ２０５にて、ＰＣ２により、目標時間情報（小エリア間移動目標時間情報お
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よび小エリア内作業目標時間情報）が入力される。
【０１０３】
　ステップＳ２０６は、第１実施例のステップＳ１０６と同様である。ただし、本例では
、ＰＣ２により、複数の３Ｄルート情報に基づいて、複数の巡回時期にそれぞれ対応する
複数の３Ｄ検査マップが作成される。
【０１０４】
　ステップＳ２０８にて、複数の３Ｄ検査マップおよび目標時間情報が、ＰＣ２からサー
バ装置１に対し送信され、互いに関連付けられてデータベース１ａに記憶（保存）される
。
【０１０５】
　ステップＳ２１２にて、携帯端末３のＣＰＵ３１は、データベース１ａに記憶されてい
る複数の３Ｄ検査マップのうちから、現在の巡回時期（例えば現在年月日）に対応する３
Ｄ検査マップを選択する。
【０１０６】
　ステップＳ２１４～Ｓ２３２は、第１実施例のステップＳ１１４～Ｓ１３２と同様であ
る。
【０１０７】
　ステップＳ２３３にて、サーバ装置１のＣＰＵ１１は、そのＣＰＵ１１内のクロックで
計時した現在時刻情報を、３Ｄ位置情報受信時の時刻情報として、取得する。尚、時刻情
報の取得方法は特に限定されない。例えば、携帯端末３のＣＰＵ３１内のクロックで計時
された時刻情報を、３Ｄ位置情報送信時の時刻情報として、携帯端末３の３Ｄ位置情報と
ともに、携帯端末３から受信してもよい。
【０１０８】
　ステップＳ２３４は、第１実施例のステップＳ１３４と同様である。
【０１０９】
　ステップＳ２３６にて、サーバ装置１のＣＰＵ１１は、第１実施例と同様、巡回が必要
な小エリアを作業員が巡回したか否かを逐次判定する。また、サーバ装置１のＣＰＵ１１
は、ステップＳ２３４で作成された３Ｄ移動軌跡情報（携帯端末３の３Ｄ位置情報のログ
）と、ステップＳ２３３で取得された時刻情報と、データベース１ａで記憶されている３
Ｄ検査マップとに基づいて、検査作業員が実際に巡回および検査作業に要した実績時間情
報を逐次算出し、その実績時間情報とデータベース１ａで記憶されている目標時間情報と
を比較することで、適切な時間のレンジで検査作業員が巡回および検査作業を行ったか否
かの判定（実績時間判定）を行う。
【０１１０】
　ここで、実績時間判定の詳細例について説明する。まず、サーバ装置１のＣＰＵ１１は
、第１実施例と同様、携帯端末３の小エリア入出情報を検出する。次に、サーバ装置１の
ＣＰＵ１１は、小エリア内作業実績時間情報および小エリア間移動実績時間情報を算出す
る。例えば、携帯端末３が小エリア外から小エリア内に入ったと判定したとき、現在時刻
情報を小エリアの進入時刻情報としてメモリ３７に記憶しておき、携帯端末３が小エリア
内から小エリア外に出たと判定したとき、現在時刻情報（退出時刻情報）と前記進入時刻
情報との差分を算出し、その差分を小エリア内作業実績時間情報としてメモリ３７に記憶
する。また、例えば、携帯端末３が小エリア内から小エリア外に出たと判定したとき、現
在時刻情報をその小エリアの退出時刻情報としてメモリ３７に記憶しておき、携帯端末３
が他の小エリア内に入ったと判定したとき、現在時刻情報（進入時刻情報）と前記退出時
刻情報との差分を算出し、その差分を小エリア間移動実績時間情報としてメモリ３７に記
憶する。次に、本例のサーバ装置１のＣＰＵ１１は、算出された実績時間情報（小エリア
内作業実績時間情報および小エリア間移動実績時間情報）とデータベース１ａで記憶され
ている目標時間情報（小エリア内作業目標時間情報および小エリア間移動目標時間情報）
とを比較する。そして、実績時間情報と目標時間情報との差分が閾値を越えた場合、その
実績時間情報が不適切であると判定し、不適切な実績時間情報に対応する箇所（例えば、
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【０１１１】
　ステップＳ２３８～Ｓ２４２は、第１実施例のステップＳ１３８～Ｓ１４２と同様であ
る。
【０１１２】
　ステップＳ２４４にて、携帯端末３のＣＰＵ３１は、携帯端末３の表示部３３に、サー
バ装置１から送信された判定結果情報を出力する。ここで、不適切な実績時間情報に対応
する箇所（小エリア、小エリア間の経路部分）を示す判定結果表示が行われる。例えば、
３Ｄ検査マップを表示するとともに、３Ｄ検査マップ上で、不適切な小エリアを赤色又は
点滅で表示するとともに、不適切な経路部分を赤線又は太線で表示する。
【０１１３】
　ステップＳ２４６～Ｓ２５６は、第１実施例のステップＳ１４６～Ｓ１５６と同様であ
る。
【０１１４】
　第１実施例および第２実施例では、ＰＣ２にて３Ｄ検査マップを作成した場合を例に説
明したが、このような場合に特に限定されない。サーバ装置１で作成してもよいし、携帯
端末３で作成してもよい。
【０１１５】
　また、携帯端末３にてＧＰＳを用いて位置情報検出を行う場合を例に説明したが、この
ような場合に特に限定されない。ＧＰＳ以外の方式で位置情報を検出してもよいし、ＧＰ
Ｓと他の方式とを併用してもよい。
【０１１６】
　また、携帯端末３にて、携帯端末３の撮影方向（向き）および撮影光軸回りの傾きを検
知し、サーバ装置１に送信するようにしてもよい。
【０１１７】
　また、判定結果情報を表示出力した場合を例に説明したが、このような場合に特に限定
されない。例えば、音声出力、振動出力（バイブレーション）等で判定結果を出力しても
よい。
【０１１８】
　また、携帯端末３は、携帯電話に特に限定されない。例えば、デジタルカメラでもよい
。また、通話機能および撮影機能が無い携帯端末でもよい。
【０１１９】
　また、建築物内の小エリア（フロア、部屋等）を巡回する検査業務を例に説明したが、
このような場合に特に限定されない。例えば、他の巡回業務（例えば警備業務）にも、本
発明は適用可能である。
【０１２０】
　本発明は、本明細書において説明した例や図面に図示された例には限定されず、本発明
の要旨を逸脱しない範囲において、各種の設計変更や改良を行ってよいのはもちろんであ
る。
【符号の説明】
【０１２１】
　１…サーバ装置、２…ＰＣ（パーソナルコンピュータ）、３…携帯端末、４…プリンタ
、１１…サーバ装置のＣＰＵ、１２…サーバ装置の内部記憶デバイス、１３…サーバ装置
の表示部、１４…サーバ装置の操作部、１５…サーバ装置の通信部、３１…携帯端末のＣ
ＰＵ、３２…携帯端末のカメラ、３３…携帯端末の表示部、３４…携帯端末の操作部、３
５…携帯端末の３Ｄ位置情報検知部、３６…携帯端末の通信部、３７…携帯端末のメモリ
、３８…外部記憶媒体
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